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テレビの視聴能力と探索意欲･拡散

思考に関する調査(第３次報告）

－ＮＨＫ学校放送番組「みどりの地球」の継続視聴から＿

水越敏行＊・金沢市放送教育研究グループ*＊

以上の二点に調査の目的を絞って実施した。

放送教育はその流れとして「放送利用学習」か

ら「放送学習」へと変りつつある。

従来の理解させるためのテレビ視聴を通して

読永とったことをもとにして，こどもたちが更

に探求活動や拡散思考へと発展させる機能的役

割をテレビが果し得るかを実態調査から確かめ

さぐることに研究の重点をおいた。

③調査方法

ア調査番組の選択

児童の発達段階・視聴能力・既有知識・興味

等を考慮して，番組内容を選考して次の二番

組を視聴対象番組とすることにした。

○ＮＨＫ総合番組より新日本紀行から「羽田ぐ

らし・初夏」（５～６年対象）

○民間放送より驚異の世界から「最後の裸族パ

プア」（１～６年共通対象）

イ質問項目

○自分で調べてみたいと思うこと。

○疑問に思ったこと。

○興味・関心をもったこと。

○番組制作者の言いたかったこと（５～６年）

以上の項目を番組視聴後に記述させた。もちろ

ん低学年では表記能力を考慮して絵による表現

手法も採用した。（カード式）

Ｉ研究の経過と今回の研究のねらい

金沢市小学校放送教育研究会は昭和46年に

金沢で開催された第２２回放送教育全国大会を

きっかけとして,昭和44年に結成され，以後７

年間，会員相互の継続的な研究を深めてきてい

る。その間には放送教材のシステム化の研究，

放送の効果的活用と日常化の問題等についての

研究をすすめてきた。これまでの研究経過なら

びに問題点の概要と，今回の研究のねらいにつ

いてのくる。

(1)昨年度の研究経過

①研究主題

「テレビの視聴能力と拡散的思考に関する調

査」

②調査のねらい

アこどもが一般番組を視聴したとぎ，制作者

の意図をどの程度理解できるか。その映像読

解能力と学年発達段階との相関々係はどう

か。

イこどもはテレビ視聴を通して理解したこと

から，他の社会事象や自然現象や他の課題に

対し，どのように発展，拡散することができ

るだろうか。
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以上の研究結果は，金沢大学教育学部紀要２３

号（1974）に報告した。

(2)本年度の研究経過

①研究主題

「認知中心から情意重視の視聴へ」

－「みどりの地球」を継続視聴して－

②研究のねらい

ア本研究会では放送のもつ特性を認知的な面

を深める「理解の増幅器」と，情意的な面を

喚起する「探究活動の増幅器」の二面からお

さえることにしている。前者については共通

理解を深めているが，後者についてはいまだ

未解決の部分が多い。そこで，はたして放送

にそのような機能があるのか実証的に確か

め，その上にたって放送教育の効果的指導の

あり方を究明したいと考え，４月以来，継続

的に研究を実施した。

イ研究を進める基本姿勢として，単に教科内

容を知的に理解させるに留まる放送活用から

脱却し，主体的に学びとろうとする意欲を培

い,拡散や発展を重視した「ひとりだち学習」

のできる子どもを育てることにした。

ウ昨年度の結果を踏まえて，テレビが視聴者

の情意的側面，例えば興味の喚起や探索意欲

に与える影響力，拡散思考の増幅機能などを

調べてふる｡特に探索意欲を規定する条件を，

子どもの視聴データーから可能な限り読承

とってみる。

エ本年度より新設されたＮＨＫ学校放送番

組，「みどりの地球」は小学校高学年から中学

生向けの多学年対象番組でありしかも理科，

社会科，道徳に共通する統合番組であり，縦

と横の広さを持ち，我々の研究のねらいを充

たしてくれる内容で利用価値があると判断し，

４月以来継続視聴し，そのデータを集積分析

している。昨年度のように特定番組の一本の

みの単発的研究ではある傾向を－つの点とし

てはとらえられても，それ以上の域を脱し得

ない。そこで今年は年間継続視聴させ，しか

もその途中に必要最少限の指導を加えて，子

ウ調査実施

○実施時期昭和49年７月

○調査対象校金沢市立小学校７校

○調査児童数６２７名

エ調査結果の概要

○高学年になるほど思考拡散量が増していく。

○映像からの拡散の度合は，写し出されている

時間の長さと密接な関係がある。

○自分の身近かなしのと関係づけての拡散が中

心となる。特に低学年ほどその傾向が，はっ

きりしている。

○一枚ワンセンテンスのカード方式からゑて低

学年ほどちらばりの巾がせまく，学年のあが

るに従って分散量が多い。

○拡散を起すきっかけは既有経験の量と質に深

いつながりをもっている。

○テレビ映像の構成次第で低学年でも本質にせ

まる発展的思考が可能である。

オ調査結果からの考察

拡散思考という点から「新日本紀行」ではわ

れわれが期待したほどの結果がえられなかっ

た。社会科の学習，特に公害・産業学習によっ

て作られた既有経験や認知の枠組に同化させて

「もっと調べてふたいこと」をあげており，画

一的で一種のステレオタイプとさえいえるよう

にな回答が目立った。むしろ子どもたちにとっ

て全く未知の世界である「ニューギニア最後の

裸族・パプア｣の日常生活を描いた番組の方が，

自由奔放な拡散を生んでおり，しかもそれらが

文化人類学の概念にも相当するような事項，つ

まり，道具づくり，言語活動，社会的分業，社

会組織，文化，宗教等への探索意欲となって現

われてきている。

以上の調査結果から，これまでの学校でおこ

なわれてきた放送教育が集中思考を中心にす

え，理解の増幅器としてのテレビの機能を重視

してきたといえる。拡散思考や探索意欲の動機

づけとなる`情意的側面を軽視しがちであったと

いう事実の一端を示しているのではないだろう

か。
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どもの視聴能力がどう変容し，どんな傾向性

がふられるかを追跡するという研究のデザイ

ンを組んでふた。子どもの変容過程について

は学級単位だけでなく，イ固のレベルにまでお

ろし，個を伸ばすための追跡をして承ること

にした。

③研究の方法

ア調査対象

金沢市立小学校５校

５年生７１名６年生１１９名計190名

表－１調査対象学校と児童数

'１
４０字

イ継続視聴番組

ＮＨＫ学校放送番組「糸どりの地球」

年間シリーズ番組，１学期６本，２学期２本

表－２「みどりの地球」調査対象番組名と内容

言土音一人問ヮロ

旦悪ロシロ三$J’、,称と、

ワ

の謡

虫の生息､状11mUと環境の姪化の調費

の牛物への影響の調暫

の牛Ｈｇ系の調否

征の牛9M､の合21;1711重繩 ﾆﾖｰｸﾞﾌﾌﾟ瞳

ウ視聴方法

並行型生視聴，利用時間は社会科，理科，道

徳，あるいは自由時間（金沢市立三馬小学校は

４０分授業として，週３時間を自由時間と称する

一種の総合学習の時間帯を設置している）等，

各校で工夫して一番使い易い時間帯や教科の中

でこの番組を視聴した｡生利用を原則としたが，

時にはビデオどりし，第１次視聴の形で見せ，

実質的には生利用と同じになるよう配慮した。

視聴後特に事後指導はしなかったが視聴方法を

分類すると次の三つに分類することができる。

（ｉ）番組に慣れさすため，視聴後感想文等

を自由記述させ，事前事後指導なし。

（ii）テレビの直接教授性(directteaching）

という機能を生かし,事前・事後指導なし。

ただし全員に共通の視聴カードを持たせ，

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの項目（後述するが，うち

三つは情意的側面をねらうもの）によって

視聴後に記入させる。自由記述と選択肢を

併用する。

（iii）映像の読みとり能力を訓練するため，

映像段落の要旨の読ふとり指導をし番組主

題の読糸とりのしかたを学ばせた。また視

聴カードの記入のしかた、拡散や発展のし

かた等についても具体事例をあげて指導す

る。

これら三つのタイプは，各校で調整した。

＝記録のとり方

後述のような視聴カードを与え記述ざせ変容

と傾向性・拡散・発展の評価を行った｡その他，

番組によっては「制作者へのお便り」という形

で感想文や意見を書かせたものもある。ＡＢＣ

項目はともに情意的側面を正面から聞いてい

る。それに対しＣＤ項目は昨年度からの継続で

校
種

学
年

学校名
学級
数 児童数

小
学
枝

５
年

６
年

金沢市立緑′]､学校

〃三馬'１，学校

〃′]､立野'｣､学校

〃 中村町小学校

ﾉノ森山町小学校

１
１
１
１
１

32名

39名

40名

42名

37名

回 放送日時 番組名 内容

１
２
３
４
５
６
７
８

４／８～４／2６

５／６～５／1７

５／20～５／3１

６／３～６／1４

６／17～６／2８

７／１～７／1９

９／２～９／2０

10／７～10／1８

ヒトという生きもの

|塗の王者ライオン

森林の伝記

土の中の世界

昆虫地図

アサガオ日記

干潟の一日

奇妙な魚

生物の多様性と環境，人間の特殊性

食物連鎖と生物界のバランス

森林の歴史，生態系における役割

土壌動物の調査，生物界の物質循環分解

昆虫の生息状況と環境の変化の調査

大気汚染の生物への影響の調査

干潟の生態系の調査

海の生物の食物連鎖と汚染物質の濃縮
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づけた授業の設計と実施とを結びつける中て，

指導の個別化への具体的方策も出てくるのでは

ないか，と考えたのである。

あって番組主題の読象とりといういわば認知的

側面の評価をねらっている。

今回の調査では，前者に比重がかかっている

ことはすでに述べたが，その中でも特に探索意

欲をもつＣに，ねらいの中心をおいている。そ

してＣと他の項目のどれとが，どんなつながり

をもつのか，Ｃを規定する条件のうち，どれが

一番関連性をもつ要素となっているのかを究明

調査している。

以上の結果は,第１２回学校放送教育賞第１部

門への応募論文（１学期の研究中心)，大阪大学

人間科学部紀要第２巻（1976)，（２学期の研究

を追加）に報告した。

(3)今回の研究のねらい

以上のべてきたような昨年度からの継続研究

をふまえ，さらにふかめるために，今回あらた

に次のねらいをたててふた。

①個人の変容過程を追跡してみる。

番組のねらいの把握（Ｄ項目）については，

１学期から２学期にかけての５つの番組にわ

たっての追跡をしてふる。また情意的な面（Ｂ

項目）については，１学期の３番組について，

追跡して承る。そのことから，反応のパターン

化や，個別的な対処のデータがとれるのでない

か，との予想をもったのである。

②並行型の視聴だけでなく，教室教師の指

導をいれた，いわゆる融合型の授業を設計して

ふる。

「みどりの地球」のような総合番組を，実際

に授業にかけることによって，テレビからの発

展学習をどう増幅するか，ひとり立ちの学習に

までむかわせるには，どんな対処が必要か，そ

のための指導案はどうあるべきか，などをさ

ぐってみたいと考えたのである。

③①でとらえた個のデータと，②で計画し

た授業設計との間をつなぐパイプを，少しでも

見出していきたい。

「学習指導の個別化」という研究テーマは，

魅力のある今日的なものであるが，①でみてい

くような個の変容のデータと，この番組を位置

IＩ視聴カードによる指導

(1)妃録のとり方

番組視聴後に表－３のような視聴カードを

使って自由に記録させた。継続視聴をするにあ

たって最初の番組「ヒトという生きもの」は自

由にメモを取らせ，第４回の「士の中の世界」

で映像読解指導（｢制作者のねらい」Ｄ項目）を

行ったほかは，テレビの直接教授性という機能

を大切にし事前事後指導は一切しなかった。

子どもたちが，まず心にひかれるのはＴＶ映

像のどんなことにだろうか（Ａ)。喜びや悲しゑ

といった感情を持つに至るのはどんなことがら

にだろうか（Ｂ)。さらに，もっと調べたいと探

索的意欲を起こすことはあるのだろうか，それ

はどんなことであろうか（Ｃ)。これらＡ，Ｂ，

Ｃは，ともに情意事側面を正面からきいたもの

である。制作者のねらっていること（Ｄ）は，

主題の読みとりという認知的側面をきいたもの

である。

このように情意面の記録に比重をかけ，その

中でも特に探索意欲に関係をもつ（ｃ）に，ね

らいの中心をおき，他の項目それぞれがどのよ

うに関連を持つかを明らかにしようとしたので

ある。３段階の尺度で自己診断し回答させた。

(2)カード記入にみられる傾向

①喜び悲しゑを感じたこと（Ｂ項目）

ア「喜び」より「悲しみ，困惑，願望」へ

Ｂ項目に記された情感は，いくつかのタイプ

に分類されるが，これは最初から枠づけしたも

のでなく，あくまで出て来た結果を分類したも

のである。まず「森林や虫など自然が，まだ残

りうれしい」というように「喜び」「安堵」など

現実を肯定するタイプがある。一方「森林が切

りたおされ昆虫もへって悲しい。なぜ，そんな

ことをするのか」というように「悲しゑ，いか

り」など現実を否定的に見るタイプもある。ま
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テレビ視聴力表－３

月

ド

日番組名（ 年組氏名

明や無答のような反応を示さない者がすぐなく

なってきた。

イ単純末梢型からより深い反応へ

情感の内容面にも変化がみられる。たとえば

「悲しみ」の反応をとってゑても，５月に視聴

した「森林の伝記」ては「大昔の象がほろびて

悲しい」式の単純末梢型の声が多かったのに比

べ，７月に視聴した「アサガオ日記」では「人

間の自業自得は悲しいことだ」と，いったよう

に，番組全体の主題をふまえた上で，より深い

た，どちらともつかず「人間は自分自身で住め

なくなるようにしているのではないか」と「困

惑」「不安」を感じたり「森林を大切にしたい」

という「願望」を持ったりするタイプもある。

それらの情感の割合いが番組によってどうち

がっているかをまとめたものが図－１である。

この表から次のことがわかる。悲しゑ，いか

りなどの否定的なタイプが多い。喜び，安堵な

どの肯定的タイプは減少し，困惑，不安，願望

などの中間的，二次的な情感がふえてきた。不

図－１喜びや悲しみを感じたこと（Ｂ項目）の割合

(％）
[］ 0

森林の伝記
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困惑，同梢，願望
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アサガオ日記

ﾘグ

１．夕
夕

グ

夕、、 Ｉ、、
、、Ｉ
、、Ｉ

Ａ
興味をもった
こと

－番興味をもったことを一つかきなさい と少ぜな
てあしあんか
もつつぜつ
たたんた
’１！

Ｂ
喜びや悲しみ
を感じたこと

一番感じたことを－つかきなさい と少ぜな
てあしあんか

もつつぜつ
たたんた
１１１

Ｃ
もっと調べて
みたいこと

調べたいことをかきなさい と少ぜな
てあしあんか

もつつぜつ
たたんた
１１１

，
制作者のねら
っていること

ねらっていることをかきなさい よわ少わぜわか
〈かしかんかつ
つつぜらた

たたんな
’１１

灘蕊蕊蕊蕊蕊蕊
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ⅡＩ番組全体に心を動かされていて，しかも

主体的な反応を示す

このことが番組によってどうちがうかをまと

悲しみや反省を示す傾向がみられた。そこでＢ

項目の内容を次の三つにレベルわけした。

Ｉある場面だけに心を動かされている

ＩＩ番組全体に心を動かされているが傍観的 めると図一２のようになる。

図－２喜びや悲しみを感じたこと（Ｂ項目）の分析

(％）
０
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図－３制作者のねらっていること（Ｄ項目）の分析
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■■■■■■■●■■Ｉ

Ｄ●●■■GB■■●■Ｉ

■■■■■■■■■■■。

認知的側面であるこのＤ項目は，次のように

レベルわけして整理した。

Ａ部分的なところだけに気をとられ，ねら

いをあまりよくとらえていない

Ｂ希U作者のねらいをある程度とらえている

ｃ制作者のねらいを正確にとらえている

これをまとめると図一３のようになった。

番組の視聴を重ねるにしたがって，Ｂ＋Ｃの

はじめの頃はレベルＩにあたる末梢的な場面に

多く反応しているが，視聴の回を重ねるごとに

レベルmのような主体的反応へと高まっている

「自分自身が被害者であり，しかも加害者でも

ある」と，いう認識のもとに「何かしなければ

ならない」という意見が見られるのである。

②製作者のねらい（Ｄ項目）

ア類型化の傾向

0 5０
▲■凸ロ凸▲■Ｑ２

1０

５００１０

Ｉ 、

Ｉ 鰯 IⅡ

Ｉ ::::；
2.2.2蝋

5:5:5:5:Ｉ
:2:2:2:ヨ

、

Ｉ 111

Ａ Ｃ

Ａ 蕊蕊鰯雲:i蕊雲 Ｃ

Ａ 溌鰯鰯 Ｃ

Ａ 鰯蕊； Ｃ

Ｉ 露 IⅡ 不明，無答

Ｉ 蕊溌壺灘蕊懸 、

Ａ 謹鞠 Ｃ 不明，無答

Ａ 蕊蕊蕊 Ｃ



テレビの視聴能力と探索意欲・拡散思考に関する調査（第３次報告） ７

率が高くなり，不明，無答の率が減少していく

ようである。

継続視聴と，その間に意図的な映像読解指導

を加えることによって「みどりの地球」のよう

な中学生対象の番組でも，５年生段階で充分理

解できるようである。このことは昨年度の「新

日本紀行」のような一般番組でも，いえたこと

である。

その(｢新日本紀行｣の)調査で指摘された｢公

害，開発への警鐘といった一つの認知パターン

が，彼らの中に育っており，この種の社会番組

を，すべてそういうパターンに当てはめて解釈

しようとする思考様式がある」と，いう点も再

認識された。今回「糸どりの地球」も継続視聴

が重なるにつれて，その傾向が強くなり，「公害

をなくそう」「緑を大切に」といったスローガン

的表現がふえてきたのである。つまり映像を主

体的に受けとめて自己の認知構造を調節しよう

とはせず，安易に既成のパターンの中で類型化

し同化しようとするのである。

③もっと調べてみたいこと（Ｃ項目）

ここでも一応，三つのレベルにわけてみた。

Ｉ末梢的拡散（番組の一部から問題を見つ

けているもの）

ＩＩ直結型拡散（番組全体をつかんでいるが

その番組の中から問題をとらえているも

の）

Ⅲ一般化型拡散（番組全体をつか承，他の

問題へ転移をしている。しかもその問題は

具体的で検証できるものを見つけている）

この尺度でもって分析したのが図－４であ

る。初めの時期視聴した「森林の伝記」では「化

図－４もつと調べてみたいこと（Ｄ項目）の分析

(％）
0

■■■●■●■■■■■■

・・・・・。・・・・不Iﾘ１，．＿
■■■■■■■■●■■■森林の５年

伝記６年
■■■■■■■■

■■■■■●■

■●■●■●■

■●■●■■●■

５年
足虫

地図
６年

アサガオ５年
日記

６年

石のでき方を調べたい」といったような末梢型

拡散が半数を占めていた。だが一学期最後の番

組「アサガオ日記」になると，末梢型が少なく

なり「公害調査をして，その被害や影響につい

てまとめたい｣といったような直接型拡散が５，

６年生とも七割を越えるようになってきてい

る。

しかし一般化型拡散はついに現われなかっ

た。昨年度の「新日本紀行」では，わずかでは

あるが一般化型拡散がふられたことを考えあわ

せると今回は指導が未熟であったのか，番組の

印象が強烈で番組離れができなかったのか，原

因は今のところ，はっきりしない。

(3)Ｃ項目とＡ，ＢＣ項目との関連

視聴カードの各項目それぞれの関連について

次のような図を想定してふた。（図－５）

「もっと調べてふたい」という探索意欲（Ｃ

項目)を核にして他項目との関連を見ていくと，

興味（Ａ項目）感情（Ｂ項目）といった情意的

側面への刺激が探索意欲に，より強いつながり

0５０１０

Ａ 蕊蕊蕊蕊蕊
Ａ ；蕊;灘騨i鰯溌灘蕊

Ａ 蕊鰯灘鰯不明，無答

Ａ |;鰯蕊
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者がＤ－Ｃより，はるかに多い｡三項目にわたっ

て関連している場合でもＡ－Ｂ－Ｃのように情

意面につながるタイプや，Ａ－Ｄ－ＣとかＢ

－Ｄ－Ｃのように情→知→探索意欲となるタイ

プが多い。

これらの結果は図－５で示した予想を，ある

程度裏づけたものといえよう。

(4)視聴カードの様式の変更

一学期を終え，ここで，これまで６番組視聴

し記録をとったカードの様式を若干変更するこ

とにした。

アＡ項目

知的興味と感情的なものを混入し，Ｂ項目に

該当するような記述もみられたので，知的興味

だけにしぼり，またこの番組から受けた影響を

明確にするため「初めて知ったことの……」を

つけ加えた。

イＢ項目

喜び悲しみの両端だけで割り切れないような

バラエティに富んだ感情がふられたことから，

「もっとも心を動かされたこと」と，したほう

が，より豊かな，ありのままの,情意反応が堀り

おこされるのではないか。

ウＤ項目（従来はＣ項目）

「初めて知ったこと」（Ａ項目）の発展として

「もっと調べたいこと」がある一方，「心を動か

されたこと」（Ｂ項目）から，自分の日常生活を

かえりみて心がけたり改めたりしたいことも出

てくることであろう。この両者をあわせ「これ

からやろうと思ったこと」とした。

エＣ，Ｄ項目の位置

従来の製作者のねらっていること」は，その

まま継承したが，位置を逆にした。これはＡ，

Ｂ（情意面）とＤとのつながりが強すぎるため

Ｃ（認知）を途中にくゑこんだこと，Ｄの「こ

れからやろう」は，この記入時点でおわるので

なく，これ以後，長く，広く発展し，調べたり

良い習慣となったりすることを願うものである

から最後の項目としたのである。

図－５Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ項目の関係予想図

を持つのではないかと予想される。この予想を

たしかめるため中村町小学校６年生の一クラス

について表一４のように整理してふた。

表－４Ｃ項目と他項目との関連

この表は，Ｃ項目で「調べてみたいこと」が

「とても」あったとした者が，Ａ，Ｂ，Ｄ項目

のどれに「とても」と答えているかを見たもの

である。この表から，探索意欲（Ｃ）は，主題

がわかったこと（Ｄ）より，喜び悲しみを感じ

たこと（Ｂ）や，とても強く興味をもったこと

（Ａ）のほうに，より強く規定されることが読

承とれる。

また個々の児童の視聴カードについて，Ｃ項

目と他項目との関連のようすをタイプ分けして

ふると次のようなことに気づいた。Ａ－Ｃ（Ａ

とＣが何らかで関連しあっている）やＢ－Ｃの

番組名

項目

も
こ

Ａ

味を
つ

と

た

(興味）

Ｂ
や
み
じ
と
割

ぴ
し
感
こ
Ｎ

喜
悲
を
た
し

，

制作者
のねら

ってい

ること

(理解）

合計

陸の王者
ライオン

７ 1０ ６ 2３

森林の伝記 1２ 1１ ５ 2８

昆虫地図 1１ 1６ ７ 3４

アサガオ日記 1６ 1７ ９ 4２

4６ 5４ 2７ 127
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(5)．その後の児童のようす

二学期の番組から変更したカードを使って視

聴をつづけた。「心を動かされたこと」（Ｂ項目）

への子どもたちの反応は，９月初めでは６月視

聴の「森林の伝記」程度のレベルであったが，

次回の番組から11やⅢの｢全体に反応する児童」

が増加してきている。

「製作者のねらっていること」（Ｃ項目）でも

部分的理解しかできないＡは激減し，無答や不

明のように理解できない児童はゼロになってき

ている。

「これからやろうと思うこと」（Ｄ項目）では

－学期にふられなかった「一般化型拡散」（mの

タイプ）が，６年，５年の順に現われてきた。

表－４は，その－部である。また「心がけたい

こと」の中には「川へゴミを捨てていたのをや

める」とか「これから洗剤を使いすぎないよう

気をつける」と，いったのも多くあった。日常

の教室での態度にしても，紙一枚を大切にした

りむだなエネルギーの節約に心がけるなど，生

活の姿勢に変化が見られるようになった。

表－５テレビ視聴カード（変更したもの）

,｜

Ｉ
表－６これからやろうと思うこと（Ｄ項目）

の一般化型拡散の例．

111個のレベルでの変容過程の分析

(1)認知的な面における個の変移

放送の視聴指導を行う場合，従来から多くと

られてきた方法は，学級一斉授業の中での集団

的な指導であった。しかし視聴カードを細かく

分析してふると，同じ映像を見てもそれに対す

る反応は,児童によって非常に違ってきている。

今まで生継続視聴論者がよくいってきた｡｢放送

は見せればわかるのだ，継続することにこそ意

義があるのだ｡」という主張は，いざ▲か教育的

配慮に欠けているのではなかろうか。個々のこ

どもを大切にし，発展的な学習を効果あるもの

にするためには，まず一人一人のこどもの反応

をつか承，どのように変ってきているかを的確

に把握することが大切である。その上でＡ君に

はこんな指導を，Ｂさんにはこんなアドバイス

をということになって，はじめて一人だちの学

習が生きてくるものと思われる。

月日番組名（）年組氏名

|,|護蕊iｌ＿’

内容 5年 ６年

千
が
た
の
一
日

｡私たち人間は，どんな所が生

きていくのに適しているのか

調べてみたい

｡)11でも同じことがあるのか，

111の生き物を調べてみたい

｡千がたでしたことを山でもや

って調べたい

計

０
０
０
０

１
３
１
５

奇
妙
な
魚

｡海をよごさない方法を調べた

し、

。きれいな海，きたない海の分

布状況を調べたい

゜洗剤使用を減らすことによっ

◎

て海の汚染病はどうなるか調

べたい

海，）１１以外の汚染状況を調べ

たい

｡洗剤は人間にどのような影響

を及ぼすのか調べたい

｡人間によって苦しめられてい

る生き物は他にいるのか調べ

たい

計

１

１

１

0

０

０

３

１
１
０
２
１
４
９

Ａ

初めて知ったこと
の中で興味をもつ
たこと

Ｂ
もっとも心を動か
されたこと

Ｃ
制作者のねらって
いること






















